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［国内・海外別貸出金残高の状況］ 

○ 業種別貸出状況(残高・構成比) 
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第３ 【設備の状況】 

(1) 主要な設備の状況 

当第３四半期連結会計期間において、重要な異動があった主要な設備の状況は以下のとおりでありま

す。 

  (銀行業) 

連結子会社の㈱三菱東京ＵＦＪ銀行は、システム本格統合の完了に伴い、システム本格統合移行

プログラム（帳簿価額3,755百万円）を除却いたしました。 

  

  (信託銀行業) 

重要なものはありません。 

  

  (証券業) 

重要なものはありません。 

  

  (クレジットカード・貸金業) 

アコム㈱



  

(2) 設備の新設、除却等の計画  

  該p鳴ﾍ�りぴﾂｳ呶ﾝ�該p鳴ﾍ�りぴﾂｳ呶ﾝ�該p鳴ﾍ�りぴﾂｳ呶ﾝ�該p鳴ﾍ�りぴﾂｳ呶ﾝ�該p鳴ﾍ�りぴﾂｳ呶ﾝ� 
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(2)a【新株予約権等の状況】 

①新株予約権 

  

平成19年11月21日 取締役会決議
第３四半期会計期間末現在 

(平成20年12月31日)

新株予約権の数(個) 21,854

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目痛��｠と�









(3)a【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

  

(4)a【発行済株式総数、資本金等の推移】 













（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   





(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自a平成20年４月１日 
 至a平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー



（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自a平成20年４月１日 
 至a平成20年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー  



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更】 

  
当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日a 
a至 平成20年12月31日)

１ 連結の範囲に関する事項の変更 (1) 連結の範囲の変更 





















(２) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの 

該当ありません。 



















(デリバティブ取引関係) 

企業集団の事業の運営において重要なものであり、前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認め

られるものは、次のとおりであります。 

  

Ⅰ 当第３四半期連結会計期間末 

(1)a金利関連取引(平成20年12月31日現在) � 4











(企業結合等関係) 

 当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

（パーチェス法を適用した場合） 









    

(重要な後発事象) 

  

 
  

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日a 
a至 平成20年12月31日)



(リース取引関係) 

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に比べてリース取引残高に著しい変動は認められません。 
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